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研究成果の概要（和文）：オペレーションマネジメントやサプライチェーンマネジメントの分野において広く援
用されている制御理論を参考にしながら、見える化技術をそれにより管理されるシステムとそれを用いて管理を
行う人のコミュニケーションツールとしてとらえ、当該技術の内部的な構造を図式化するための方法論を提案し
た。また提案書式により事例を記述することを試み、本技術の内部的な構造を表現できることを確認した。また
以上のことより、事業所内及び産業間の見える化技術移転について、移転元の知識・技術を参考にしながらも、
移転先の課題の掘り下げや組織の状況を加味するといった移転ノウハウの存在を確認した。

研究成果の概要（英文）：While referring to the control theory widely used in the fields of operation
 management and supply chain management, the technology of a visual management is regarded as a 
system managed by it and as a communication tool of the person who manages using it, and this study 
proposed a methodology for schematizing the internal structure of the technology. This study also 
tried to describe visual management cases by the proposed format, and confirmed that the internal 
structure of this technology could be represented. Also, based on the above, regarding the transfer 
for visual management cases in-factory and between industries, while referring to the knowledge and 
technology of the transfer source, this study confirmed the existence of transfer know-how such as 
digging into issues in the transfer destination and considering the situation of the organization.

研究分野：リーンマネジメント

キーワード： 見える化　改善活動　技術移転
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研究成果の学術的意義や社会的意義
生産人口が少なくなる中での更なる生産活動の高効率化の一助となるべく、製造業の生産職場における技術伝承
システムの構築方法の確立を目指して、特にトヨタ生産方式やリーンマネジメントに代表される経営管理技術の
中心的な活動であり、生産システムの性能向上と人材育成の両面において効果を上げている改善活動において広
く普及が進んでいる見える化技術に焦点をあて、改善資産のライフサイクル管理ともいうべき新たな技能伝承論
の体系化への示唆を得た。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
(1) 従来から我が国においては、製品サプライチェーンを構成する研究開発、資材調達、生産、
製品出荷、販売、保守サービスの各オペレーションにたずさわる個人及び少人数のチームによ
る改善活動が、一定の成果をあげていた。これに対して学術的な研究においては、どのように
この活動において成果をあげるのかについて検討がされてきているものの、活動終了後におい
て、得られた成果をどのように管理するのかについてはあまり触れられていなかった。 
 
(2) (1)の理由として産業界においては次の3項目のような製造現場における実務的な側面から
の理由が考えられた。 
・職場における改善経験の積み重ねを改善技能育成の有効な手段として重視している。 
・次々と投入される新製品の生産上の課題解決に追われ、過去の活動を振り返る余裕がない。 
・成果の有効利用を通じて、次期活動計画の立案や社員教育をより効果的なものするといった
組織的かつ体系的な取り組みは、充分に行われていない。 
 
２．研究の目的 
(1) 製造業の生産職場における技術伝承システムの構築方法を明らかにすること。 
 
(2) 特に、(1)の中においても、トヨタ生産方式やリーンマネジメントに代表される経営管理技
術の中心的な活動であり、生産システムの性能向上と人材育成の両面において効果を上げてい
る改善活動において広く普及が進んでいる見える化技術の成功事例を取り上げて、効率的な管
理のあり方について検討を行うこと。 
 
(3) (1)及び(2)を通して生産人口が少なくなる中での更なる生産活動の高効率化を目指した改
善資産のライフサイクル管理ともいうべき新たな技能伝承論の体系化。 
 
３．研究の方法 
(1) 平成 27年度から平成 29 年度の 3ヵ年の研究計画であり、下記のように毎年度のテーマを
設定し取り組んだ。 
① 平成 27年度：見える化技術の調査書式の設計 
② 平成 28年度：見える化技術の調査事例の調査 
③ 平成 29年度：生産職場における改善成果のマネジメントの一般化 
 
(2) 研究を進めるにあたって、そのペースメーカとなる協力企業と拙研究室との間において会
議を月１回の頻度で概ね定期的に行った。また当該テーマを遂行できるようにするために、得
られた成果の論文誌への投稿及び学会における報告といった目標などについてもスケジュール
に含めながら PDCA サイクルをまわすことにより研究の進捗管理を行った。 
 
(3) 研究の後半期においては、第 4次産業革命などを背景とした生産職場のデジタル化が注目
されるようになり、国内外における関連する技術・製品の展示会や生産マネジメントに関する
国際会議等においても話題にのぼることが多くなった。本研究でとりあげている見える化技術
は、この話題の中心的なキーワードであり、この流れは本研究テーマと密接にかかわっている
と考えられた。このような背景をふまえた上で、特に、デジタル情報を扱う技術が本研究のテ
ーマである改善成果のマネジメントや見える化技術そのものの導入において、どのような影響
を及ぼすのかについて議論を進めた。また、これまでの研究を通して、製造業以外の他業種や
他産業においても同様の課題があることが認められることから、これらについても意識しなが
ら進めた。 
 
(4) 研究成果の発信として、関連学会の全国大会や国際シンポジウム等における発表、国際学
術誌への投稿により行った。また、これらの研究業績を拙所属大学及び研究室ホームページに
おいて公表した。 
 
４．研究成果 
(1) オペレーションマネジメントやサプラ
イチェーンマネジメントの分野において広
く援用されている制御理論を参考にしなが
ら、見える化技術をそれにより管理されるシ
ステムとそれを用いて管理を行う人のコミ
ュニケーションツールとしてとらえ、当該技
術の内部的な構造を図式化するための方法
論（図 1）を提案した。 
 

図 1. 見える化技術のメカニズム 
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The framework has three components:
 Humans as a receiver of error information α and an executor of μ
 The production system K1 managed by humans
 A tool to realize VM.

This framework aims to represent two key items:
 A reaction μ requested by the production system from the humans
 Two functions, crating ε and transmitting α, of the tool.



(2) 見える化技術の導入を積極的に行っている複数の職場に行き、実際に導入されている事例
についてヒヤリングを行い、実物のスケッチを行った。また、それらの情報に基づいて、提案
書式により各事例を記述することを試み、本技術の内部的な構造を表現できることを確認した。 
 
(3) 事業所内及び産業間の移転について、それぞれのケースを持つ企業との継続的なデスカッ
ションを通して、移転元の知識・技術を参考にしながら、移転先の課題の掘り下げや組織の状
況を加味するといった移転ノウハウの存在を確認した。 
 
(4) 製造業以外の産業、特に建設業におけ
る見える化技術の適用事例の調査、及び当
技術が利用されている環境について構造
化を行った（図 2）。 
 
(5) 見える化技術への Internet of Things 
(IoT)におけるデジタルツールの応用につ
いて本研究を通して得られた知見を基礎
に検討を行った。 
 
                   図 2. 建設現場における見える化技術の 

                    利用環境について 
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